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　　　日本風土の先住民族は漁拷民であったろろ．漁掛でほ

　気象に最も深い関心が注がれ，季節風の方向や張弱が常

　　に観察されていた筈である．それで風語を解析すれば，

　　その漁拶民族がどこφ種族であったかが・．到明すること

　　になると思われる．

　　　アイヌ族の民俗を追究して，．その古代習俗が朝鮮の古’

》俗に一致し，それも日本内地で接受したことを確め得た

　　ので，改めて吾々が使っている冷，寒，凍の言葉の解析を’

　　試みたところ，朝鮮語から展化した出雲語であったこと

　　が判明し，いまの吾々には雪門語だけしか残されていな

　　いのにかかわらず，雪を意昧する古語が多数にあって～

　　古代地名に残されていたことをも知った．更に風語を解

　　析したところ，これまた出雲語であって，それが沖縄の

　　果宅までも及んでいたことが明かとなるに至った．
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　これまで意昧不明な古代地名はほとんどアィヌ語とい一

われていたが，実ほ出雲語での気象命各に，晋そのまま

の漢字を当てていたものであったのに，これまで学者に

は全く気付れていなかった。それを検討すれば，古代日ぐ

本の気象がいかに冷寒であり，いかに風雪が多かったか㌧．

が推量されると共に・民族移動の経路も・気象変化の路’、

に俘って，明瞭になることと思弓．その全貌を明かにす

るに先立づて，まず風の地方名称の解析を試みるこ，とに！，

する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ　　ロま　「風位考資料」にほ，柳田国雄先生の風位考，関口博』．

士の風の地方名研究が載せら礼巻末の資料篇口乳地一』』

方風語が多数に牧集してある．それらの風語の末語を統1・

合し・．整理すれば』その轍駅の謙蘇となつて㌔忌
る．
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　これを見れば，古代の漁拶民族の言葉は，a，u，iの3

母晋だげであり，aとiの合成晋であるeが，熟化する

までの過程として，i音の余韻がまだ語尾に残されてお

り，母音のoが，aとuとの間に分化されていない以

前の，古い時代の言葉であったことがろかがわれる．こ．

の言語の体系から見て，原語は明かに韓語から出ている

と云えよろ．’

　韓語では煙，霰，霞などの微粒の浮遊気が，djaであ

り，それが，dju，dji，djeに活用されていた．この語

に二次音とでも云ろべき，抑揚の高い音声で，x2に二つ

の根がある．様に，s晋とt音に分解するので，サ，ス，

シ，セとタ，ツ，チ，テとに活用変化していたのであ

る．それで出雲語では，かすみ＝かつみの霞、佐賀＝多

賀が冷めた，須川＝津川が寒む川．志賀＝千賀が凍ると

なる．また，風の加佐ま加多となり，風＝方であったの

．で，高田＝タカタ＝田方となり，その意は共に冷風（タ

カタ）であら牟のである．それで，古事記にある宗像の
　　　　　　　　　ブナカタ
女紳とは武奈加多の吹風で，風の紳のこととなる．これ

で，上，中，下三天に鎭座するいわれも解かれ，．同じ三
　　　モリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ　ツ　オ

夫に鎭座する男紳の筒男紳も，、実は寒寒乎と蓉ろ寒冷紳

粥・綜、無難黒数し翫、冨、 ・一封

であったことも肯げる．＊上表カタ参照　　　　　　　　　“

　djaの託りの5aは，そのまま風の意に使われていた』

ものが，Ka5a，Ka5eとなったのは，その気は1目には、

見えないが，物を揺り動かず気なので，韓語の揺り動か’』

すのkanを冠して，kan　djaからkan　dJeとなり，・．

更に加世となっていたのであった．それでカソジ，ガ，

ソジィ，カソジェ（1）はカゼのなまりではなく，’風の原，

語であり・北は青森県の津軽地方・南は八重山群島の小導，

に，また，カソゼは青森県南部にと．卜昔の国の両果てに一

’保存されていたのであ，り，沖縄諸島も出雲語使用の版園　一
一
で
あ ったことが，明瞭となってくる．、

　’沖縄の北西風を，nun　ba　kan4ji，、nun　b3、≧a　dlジ．

　n耳n　ba　ha（ユj，　n“n　hu　ri　k琴dje等と，云うのに，

　雪降り風9こと，nunは韓語の雪・大昔は沖縄も雪』。
　が隆6た冷地であったことを語っている．
　（1）一風位考資料の資料篇〆以下「風資」　P．5＝15．58．82．・　．・

　韓語で風の名詞はbafam　baraki．それを出雲語で』

は波羅密，波良見，原見，原海，孕，．婆良伎，原木づ茨　　　．

木の漢字を当てて，地名に使っている．・風の語幹の、，bu

に助詞を添えたbubμ，わuo，bunu，bur馬わutaは，，

いずれも風吹ぐの助詞となっているか，一そのlbuが出雲、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45・譲

　　　　当／．帰　’、幽「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，澱
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も』　　語では　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．
融　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マギ　　フルマキ　　ノムキ　アムギ

欝　　　一㎞　ス四．
霧『・1翻奪襲：駿課3振3嫌．蕪証
　一　■
　　　生まれ，気象語だけではない，物類名称から，地名にま

　　　でも及んでいたのであった．その一例を挙げれば

　　　　bataの活用からmataの俣，股，叉，matuの松，
・誌1◇町，。matO，mOt傷mOtiの的元，本，持（2）などの漢

　　　字が風吹くの動詞に使われていたのは，従来の文献学で
醸聴全く想像もされて㌧、なカ、った．それで，古史で有名な

　　　　　　　　　　　　　マ　　ツ
　　　筑紫の未羅は松浦で，風吹浦の意であったことになる．
・騒 ，　　　マタ　　　カヌマダ　　　ワガマツ

　1轟蓋騨嘉雛塗瀧誌
　　　風吹，熊本＝凍風吹．坂元＝佐賀元＝冷風吹．大牟田＝
　　ヨオポムゲ　　　　ノぐト
　　暴風吹．鳩山・＝風吹山．矢的，耶馬台，夜麻等，山門＝
　　ヤ　マ　ト
　　　雪風吹．

　　　　（2）キタモチ，Jt東風三重縣北牟婁郡，r風資J　P．41．

　　　　bunuの活用から，船，棟ず峯，畝、海，羽根，浜など

籔f離二縄灘黙，蒙1）蒲繍
　　断される．
　　　　　　　　　フ　ナ　　　　　　　　フ　ナ　　　　　　　　　　ヲハナ
　　　荒船山＝暴風吹山．船坂二風吹坂．尾花沢二暴風沢．宗
　　　　ムナカク　　　　　　　　　　　ハナワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケガ

、，『筒課寒・冷む・花輪＝風吹く＝塙・高輪二多賀花轍冷

　　　風吹から，冷風が吹く所であるゆえ塙はハナワで，ア

　　　　イヌ語ではなく，逆にアイヌ語の中に出雲語が残って

　　　いたことになる．

ll轟懸雛獣雛、
墜轟辮麟鵠農鵡
「騒，デ風吹く．丸子＝風吹く．玉丸＝冷風吹．丸森＝風吹森．・
類　　　　　　ワカモリ　　　林モリ　　　　イヒモリ
’難鰹「一若森＝和歌森＝俄風吹．大森二暴風吹．飯盛山＝凍風吹

醗二・（4）コームラ八島丈r風資J脇

魅　　数多き風語の中に，古代風語がそめまま残っているも
訟』．

鰍のにモノ（5）とムギ（6）とがある・モノはbu肌mmu

敷』、∠』からのmonoで，風吹くとなり，鬼面，雄物，大物は
毎塵　ヲ　モノ
欝』1暴れ風が吹く地名とも見られよ弓．

難路　　シモサモノ（下総風）ヒガシモノ・日の下モノ．オキ
蘇雪・

．雛』モノ（沖風）卯のオモノ．善光寺モノ．ヤスモノ．ヒガ
難．シムソ．イナサムソ．

　ヨ
齢（5）「獺JE23・31・61・6乳10α’0ε12凱

．，総『蜘に名詞動詞の奪iをつげたbukiは風の名詞・そ

欝れがmukiとなまり・マキ・モギ・ムギ，ミギ・メギとな

。叢欝る・瞥の上でも・間木漠本蒔総茂木・戦
難ジ溝 ’向・三木・右づ重木1－目木はいずれも風の名詞とな

　荒蒔＝荒風，古間木＝雲風．野麦峠＝雪風峠．生麦＝
ナマムギ　　　　　　コマキ　　　　　　サカマキ　　　　　　　　　　ツルマキ

．雪風．小牧・＝凍風．酒雀＝冷風．鶴巻ぞ弦毬＝雪風．藝

　　　　　　ツマキ
木＝津間木＝寒風．

　（6）　「風資」P．24．4i．124．

　韓語の組成から見て，出雲語の風の語幹のbaは，次

の嫌に晋韻が変化する．　　　　一　　　　　　　．

ya←一a←ha　baがpaからmaとなまる他方，
　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　ha，aとなるか，aは語意を彊め

ma←pa←b3　ればyaとなり，彊風の疾を意昧

することになる．風吹くのbaraに風のsiを付した

barasiが，arasi，harasK7）とはなるが，単に普通の風

を意味するだげのもので，暴風のarasiには，風の性・

察霧轟灘聯力　と1こなる●願毒

　　俄a俄のai：＝e

　　暴oa＝；wa暴れいwai＝：we

　　荒　hua＝hwa＝wa　暖い　yu

　　和hoa＝hwa＝ha危uo：＝wo
　　日　　hai＝he．　　na1

　　突dat酷しmo烈しto
　（7）ハラシ順風　鹿，見島縣大島「風資」P．99．

　古代地名は風語ギけでの命名ではない・冷・寒・凍及

び雪，氷一∵等だげの命名もあると共に，風語との合成

語の場合もある．それらの要語を挙げれば

　　　　　　　　　　　　　　　nはヌと昔発する

冷・cha｛1罐澱嘉1繍燈

．醗t・han翻談羅；1ε藍瀞誇

寒・・hu／l議鵬；ll唇；桀：

酷寒比hun舳獅診轡・13護：鶉：暫

凍・ごhi／謡蕩簸溜灘

酷凍・・hin／ll蹟男眞辱篠鈴桔隔

　凍るkon．　hon　on
　　　　kol　　　hol　　　o1

　氷　kongul　kokol　koho1古保利．，

　　　kongum　　kagum　　加賀牟，鏡

　…塁　nUn，　na～nO～nUんni’》ne’》　．

馴！灘i三ii鵜二，虻～餅～．

　雪については拙稿「雪の書葉と地名J日木積雪連合「雪と生活J

　Vo16．No．3．参照され匁し．

　タマカゼ

韓語で震える様な冷寒の単語がtchanチァアヌ，そ

の形容の冷めたが，揖chaゆaチァヌバ，それが、出雲藷

．，，♪

）

一・へ一

〆　



味

ピ

ト

　　ではtanタヌ，tanbaタヌバとなる．単に冷めたは

　　tchaからのtabaとなる．丹波の国名は，この冷寒を

　　意昧するものと見られ古代は非常に寒冷な地方であっ．
　　　　　　　　　　　　　　タ
　　たと思われる．taだけでも冷となるので，taba　tama
　　　タ　マ
　　は冷風となる．タマカゼは魂風でほない，北日本浩岸一

　　幣の冬期の寒冷な風であることがろなずげよう．

　　　丹波山（甲斐）．多波川，丹波川，多摩川（武藏）．丹波

　　（岩代）多万郷（長門）田間（上総）玉縄（相模玉庭（羽
　　　　　　ニハ　　　　　　　　　　　　　タマテ
　　前〉±冷雪玉手（山城）＝冷風．一

　　　アナシ

　　　韓語の凍るの古語はkonコヌ．kがhと’なりhon

　　ホヌ．更にhも浩えて今はonオヌとなっているが，

　　an一アヌとも発音される．西日本の冬季間の寒冷な北西
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アナシ
　　風をアナシ穴師と云ろのは，こめan　a　siの凍風が語
サ源と尾肱昔ほ九州から中国地方も1相当に寒さがき

　　びしかったことが追想されよろ．

　　　穴師（大和，和泉）．癖足（大和）．穴無（播磨）．安

　　師（播磨）．安志（播磨）．阿那志（武藏）．

　　　　　　　　　アナト　
　　　穴門，一穴戸＝凍風．穴吹出凍風吹．穴部＝凍風．

　　　ナライ

　　　東日本の太耶洋沿岸で吹く，冬季の寒冷な風をナライ

　　と云い，北風の字を当てている．方向が各地で一定して
’

　　いないので，山に沿い習って吹くからナライ，と云ったの

　　では，その特質の冷めたさが説明されていない．大陸か

　　ら南下した寒冷な凍気が，太李洋からの暖かい気流に触

　　れて雲を降らす寒風であったろろ，narai6耳araは

　　雪．iに風で雪風となる．縮めてnare（8）ともなる．そ

　　のnaの意を張めたnyaraiはヤラィと発晋する．矢

　　来の地名はそれと見られ，雪風の吹く所と思われる．雪
　　　　　　　　　　　　　　カ
　　が少なくなったので，．今は凍う風となっているが，関東

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナコ
　　地方も昔は多雪であった筈．．勿来の関，名古曾山は雪凍．
コロロ　ソ

qp風と解げ・磐坑常陸も雪冷な地方であったことがろか

　　がわれる．

　　　（8）　「風資J　P．81．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナライフク
　　　楢井（大和，信濃．下野）．奈良井（信濃）．北風松（武

　　　　　　　　　　　ナライ
　　藏）．畑郵原（安房）．成相（讃岐，羽後）．習志野原（下
　　　　ナラシノ
　　総）．雪凍原．奈良（尾張，武藏，上総）．奈良坂（陸中）．

　　奈良沢（羽前）．楢原（上野，岩代，越前）．

　　　ところが，そのナライが中部地方以西では夏季の東風

　　となり，全く反対の性質となっ亡いる．そのナライは雪

　　風の意ではなく，太陽のna1のナライと解釈されてい

　　たと見られる．

　　　またnariに降だるの意《）あるので，地方によって

　　　　　　　　　　き　　は，．1山から降だる風と思い，習いと解釈さ：れていたこと

　　も考えられる．

　　　ハイ

　　韓語でhaは日の語幹，日のヒはhaiからのhe．
　　出雲地方でも南風をハイのカゼと云うので，白が南を指
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すと共に，南風をも意昧している．沖縄諸島でも南をハ

イと云5ので，沖縄島民も出雲語を借用に及んでいたζ

とになる．夏季㌍吹く南風の総称となり，特匠大風，突

風，俄風の意となっているのは，hヒa　eと混同している

と見られる．huaは韓語の荒れ，eは張風のことで，．な

まればハエとなる．そのhuaゐaを彊めれぱyaとな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハヤ　テる1そのhayaに風のtを源えたン・ヤテは荒俄風で，

疾風と呼ばれる．

　暴風はいつも南から襲来するので　漢語でも南の風を『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブモナ亘風と呼んでいる．吾々が南をミチミと呼ぶのも’暴吹，
ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

風であったらしい．それがウナ㍉オナミ，ミナミ，’イ1・

ナミといずれも方角の南の方言となっている∵とごろ隠

が，韓語でも南を漢晋そのままにナミ，ナソと呼ぶので，

古代語や地方風語では，その差別がつかず．眞南からめ

ミナミ・と思われていたのであった．　　・　　　　』，1』い

　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　ミ　　　ウ　ナ
　それで海をウミ，，ウナと云5のも暴風暴風が吹ぎ，｛．

怒鷺を起こすことから発した言葉と思われる．その活用t

のウネリから象形の畝となり棟となったと、恩われ，それ

　　　　　ウナパラ
で，海原は暴風吹と云うことになる．

　飯江（筑後）．南風崎（長崎）．拝戸山（近江）．拝志、

　（上野）．拝田（豊前）．配松（常陸）．拝西（上野）酔、
．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、，昌
　マヂ，マゼ

蘇で楠即§ma血aramなので・ma・は韓語でも』
　　　　　　　　　　　　　マヂ　　マ　ゼ
南のことゆえ，マヂ，マゼは南風南風≧云えよ弓．夏』

季噸風が普通であるのに・方齢特質もホ目風登る1

地方があるのは，その南めmaを眞のマと混同してい・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
ることも認められ，なお韓語のmatマッは向い合ケめ旨

意．眞向いに吹く風に，マを付げたζ、とも考えられる，、1

　俄のaが更に意を強めればyaとなるので　ヤマヂ
　ヤマ　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

は疾南風のことであり，東北地方の寒冷な風のヤマ　セ1

とは蓮うことになる．

　山路（囁津，紀伊）．山道（肥後，東国）．山地（上野）．蛤

　ヤマセ
　広く使われている風名でありながら，その解釈はあま』・，、

りに漠然としている．吹く方向もまちまちで，山の裏が

ら吹くから山脊と云5のが，普通の檬であるが，必ずし

一も山からとは限らない．海から吹く地方もある．冬季め

寒冷承で・陰曇な天気を俘ろのが特質出雲族の根拠地、

であった日本海沿岸では，大雪を俘い，風速も大きい北’

風となっている．それを山の脊から吹くと説く前に，ま

ずヤマの語源からきわめることが必要であろろ．．

　韓語では山をmoiと云うのは，墓のある山の意で，

普通の山はサソ，サムと読み，ヤマとは呼ばない．だが、

日本の古代地名には耶麻，夜麻，，耶馬等々沢山にあお、一1

　　　　　　　　　　　　　ヤ　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　トロ
そのマに風のマを当てれば，疾風とはなるが，肝緊な塞、1
冷の意昧は持たずにρ南風のヤマジに一致してしもう』擦

　秋田，青森方言で大雪吹の後の吹溜りの雲山をヤプ 乏二桑

　　　　　ヤブ
却のは徽と齢ね古代地名鱗父と同講瞬
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れる．雪の韓語のnunの意を彊めたnyunは大雪を意

昧するが、ymと発音する．その語幹のyuに名詞助

詞のkiを付げたyuk1のユキが雪の藷源である．耶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤブ
麻，夜麻，耶馬のヤ健雪のヤのことで，雪吹くことの

yabu　aが，yabaからyamaとなる．それが，耶麻と

も夜麻とも呼ばれたものに，山をあてたのであろう．

　古代出雲族の信仰は気象崇拝であって，風雪，霧，

霞…等は寒冷紳の紳業と信じ，高い山山に降雪すること

は，紳霊が山山に降臨するものとおそれ敬っていた信仰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　マ
から，暴れ吹く風のプミが海となっている嫌に，雪吹く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
所の山をヤマと呼んだことも考えられて，ヤマ　セは雪
マ　　セ

，吹風と解かれる．雪吹く風であったので，如何にも寒冷

な風であったことが肯かれる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　モ　　ト
　谷本（武藏，陸前）＝矢本（陸前）＝雪吹風＝矢的．
　　　　　　　　　　　　　ヤ　メ　　　　　　　　　　　　　ヤムヲ
矢目（磐城）八女（筑後）二雪風．谷村（甲斐）雪風吹．
　　　　　　　　　　ヤム　ケ　　　　　　　　ヤ　マ　タ
八向，矢向（羽前）＝雪風吹．八俣＝雪風吹＝山田．山

　　　　　ロヤマムラ　ヤマムペ室，山村＝雪風吹．山武＝雪風吹．山家，山辺，山部＝

ヤマベ　　　 ヤマナ　　　　　　　　　ヤマギ雪風吹．山名＝・雪風吹．八総，八牧，山木＝雪風吹．

　ワイタ
　地方によって方向も季節も多少の相違はあるが，一般

に暴風をワイタと云ったらしい．韓語の暴はoa’と綴っ

てwaと発晋する．暴れはwaiと書き，weと読むの

が語法．暴れるのwa　go　aがwagwaとなる．和，

輪，和歌，和賀，和古，吾，我，若，脇を冠する古代地

名は，この暴れ風吹くと見られる．それで，ワィタ，ワ
　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　イ　タ
イザ1ウエーダ，ウエタ，ワカサは暴れ風と云うことに

なる．このワ，ウエが梯降すればア，エとなるが，俄の

aもaiからeと発音されているので原語で江戸，江
田からの枝等の地名は俄風と解けるが，暴のweのなま

　りのeか，俄のeなのか，その到別は難かしい．江戸

　も大昔は旋風が頻繁：で，盛に土煙を捲き上げていたこと

が，文献に見えるので，俄のeと思われる．
　　　　　ワ　タ
　　和田＝暴風和賀（但馬，相模，下野，陸中），和賀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ
嶽，川（陸中）若（下野，陸前）我山（何賀）我妻＝暴
　ガ　　　ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ

風で寒ま．和歌浦（紀伊）若江（河内）脇本＝腸元＝暴
　キモト　　　　　　　ワ　シヲ　　　　　　ワラビ　　　　　　　ワヲ　　シ

風吹．鷲尾＝暴風吹．蕨＝暴風．藁科＝暴れて凍な．
　　　　　レ　　　フネ
　藁艦が暴ら風吹と判明して見れば，古事記の紳代記に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　　ある，紳が最初に生み給5たオノコ・嶋は，この暴ら

　　フネ
　　風吹に乗せて流されたことになるので，そのオノコ・　、
　　　　オヌコロ
　　嶋は凍凝鳴で，氷の嶋と解けよ5　．そうとすれば，大

　　八洲と云うその八も，実数の八でもなく，数の多い形

　　容でもない，雪のヤのことで，矢嶋，屋嶋，八嶋，と

　　同檬に「雪嶋」のことであって，古代寒凍期の気象を

　読明していたことになろう．

　　ワカサ

　　旧本海沼岸で秋から冬にかけて多い南西風で，風力も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワカサ、’，1強く，寒冷である風のワカサも，以上の読明から暴風か

　カ　ゴロサ
1．暴れ恩と解げよう一　　　　　・『、　・　　！　　11

　　　　　一　、
　　、、18

　　　　　ず
，lr飛｛』・一、．し丁，、，㌧・．、㍉…』』，　父k．〕・∴，一V．，，、』，一』』、ん∵1i』 ・』1㌧・，、一 く

，・，

　地名の若挾も風の名そのままと肯げよ弓が，“そのi挾は

風のサでは無く’，冷めたの佐，原語は韓語のtchaの冷の
　　　　　　　ワ　カ　サ　　す
なまりの佐そ，暴れ冷ではあるまいか．南西の風とは云

え，寒冷がその特質とあり，若挾の位置も秋冬は嚴凍な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワカ
地であった筈．ワカサ同晋の地名は和賀佐（若挾）．和
サ

櫻（若狭）．若佐野（越中，播磨）があり，語韻類語に
　　　　　　　ワ　カ　　シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　カ　　ツ

若紫（常陸〉＝暴れ凍バがあり，若月（信濃）＝暴れ寒
　　　　　　　ツ　ネ
キもある．若魯人（常陸）のツネは，韓語の　tchunサ

ヌの酷冷に対応する酷寒のtchunのツネのこと，それ
　　　　　ツネマツ　　　 ツネトモ
で，常松＝酷寒風吹．常友＝酷寒冷風．

　アイの風

　北日本海沿岸から東北地方にかげて，夏季に吹く北よ

りの冷凍な軟風をアイの風と呼んでいる．昔から船乗り

に好かれた風で，和風のアイの風と解釈されている．1な

るほど，難での和のh・aがなまればaとなり・aiとヤ

なり相だが，，その解釈は近世の気象から見た判断で，命

・名当初の古代における原意は凍るのaのaiであったの一

では1あるまいか．

　古代の東北地方の気象は，現在とは全く違らた嚴凍で

雪の4い地幣であった筈．1，200年前には，最上川も全

川が凍結したと，山形県史に明記しているので，今の南

樺太か根室地方の気象に相当すると思われる．それら凍

寒地の夏季には，南風が吹いて上昇した水蒸気が，非方

からの寒冷な気流に遭って，たちまち濃霧になってしも

うことは，釧路地方では今でも見られる・樺太の夏季の1

気象も同様で，夏季は濃霧に襲われ，一かえって秋冬は寒

いながらも晴朗となるのが普通である．この濃霧を青森

から北海道ではガ・スと呼んでいるのは，洋語でも方言で

もない，立派な古代語の霞のカス，カツが，今に傳わり一

残っている’言葉である．

　日本古代の気候は非常に冷寒であったので，これと同

じ現象が中部肪にもあつなと見られる・葛城1ま教のカφ

ツれる現象の名詞形のカツフギで，葛城山の紳霊が日中

には姿を見せずに，夜だげ現われると云5傳読は，その

紳檬は霞や霧の気象紳で，日中は暖かいので萎を見せず，

夕方からの冷気で霞や霧となって，現われたことを語

るものと肯ける．気候が次第に温暖となるに従い，この

現象も北漸して関東地方に移ったので，粕壁，霞浦，葛

飾，勝浦の地名が見えている・、蝦夷の記述が初めて記紀

に見えた景行天皇時代以前の東北地方が，未開拓地とな

っていたのも，あたかも近世の東部北海道の様に寒冷な

気象関係によるためであろう．

　凍ると云えば直ぐにも氷を蓮想するが，古代は軽く凝

り固るの意に使われていた．韓語で霧をアソケと云ろの

は，onkeの凍気のなまりである．，そのアソゲがアキと

なり，そのまま地名となっている．安芸の国名がそれ．

昔は瀬戸内海から上昇し雍水蒸気が，山陰地方からの寒・

波に遭って漿るので，霧の．anke1が深かったこ・とが想像’㌧・、，

、，．ノ1天気1㌧

　　　　　　♪斗戸　“〆

》
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　　されよろ．それで大昔のaiの風は和イの風ではなく，
　　ア　　凍イの風であったもりが，気候の変化から，一今は和風の

　　程度となったものと思われる．地名に見る相川ほアィコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　ミソ
　　アで・アイ風が吹く所・会津嬬凍イ麟・秋田の古名のア
　　　　　　　　ア　　タ
　　イタも，この凍イ風であったろろ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アイタ
　　　鮎川（近江，、上野，羽前，羽後）＝相川．英田＝飽田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　モト
　　　（常陸，羽前，羽後）．愛本（越中）’＝凍イ風吹．
　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

　　　愛知＝アイ風阿賀，英賀，阿我，吾，秋鹿＝凍ゴア．
　　　　　　　　　　ア　　　　カフ
　　　愛甲（相模）＝凍イ風吹．

　　　コチ　　』　　　　　　　　■

　　　春先に吹く東風がマチ，所によっては北風叉は北東風

　　もコチ，冷めたいのが特質で，コチ，コジ，コツ，コチ

　　のカゼと云う．語尾のツ，ジ，チは風と見られ，語頭の
　　　　　　　　　　　コ　ヂ
　　コほ凍るのkoで，’凍風であることは，鹿児島ではkon
　　　　　つヌ
　　の風の凍の風と，原語が正しく傳えられているので，裏

　　付けされる．

　　　亘智郷（播磨）．五智（越後）．古知野（尾張）古千谷

　　．（武藏）．．

　　　韓語で凍るほ今はonオヌ・と云弓が，古語はkonコ

　　ヌであった．出雲語でほその双方の言葉が傳わり・，今に

　　残されている』

　　　霞kadJira尊gi加津良岐葛城下野．：1二佐．大和．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　紀伊．備前．武藏

　　　　　adliraagi阿豆良（岐）吾箋　尾張．

　　　霜k・rike凍り気7

　　　　　　　　おりき　茨城．栃木．
　　　　　orike
　　　　　　　　おりげ　常陸．新治．

　　　電kontchak氷の細片　広島，双三

　　　　　〇ntchak　　〃　　．広島1高田郡

　　　　　omuntchakあまんぢあく　広島，方言．

　　　　　omu…氷．o【mn…氷の，

　・　　　tckak…細片，一チヤツコイ（小さい）東北方言．．

　　　霧anke凍気，安芸（安芸，土佐）安下（周防）案
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　下（武藏）奄芸（伊勢）安岐（豊後，筑前，美濃，

　　　　岩代）阿気（大隈，羽後）

　　　イナサ

　　　風吹くの韓語bunブヌのbuが，暴れるのwo・と

　　結びwunとなり・語幹が轍・W・・W“・wl・we・と

　　なるが，もともと韓語にwの単音が無く，oaの合
　　成晋で，強い晋のa，0，U，il　e，となまり，暴れ吹く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ　　カサ　　ハラ
　　大風を意昧することになる．小笠原は暴，風，吹（原は

　　風吹くのbaraで動詞）（9）となる．

　　　そのi音の場合は，ina．ino．inu．ini．ineの伊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　ナ　　那，伊濃，伊奴，一伊爾，一伊称となる．印南，『総見は暴吹
　　ミ　　　　　　　　　イ　ヌ　ボ　　　イナモト

　　風．犬吠岬は暴吹風岬．稻本は暴風次となる．信州の伊

　　那も，風暴れの所であったろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イナ　サ　　　それで，風藷のイナザは伊那佐，稻佐で畜暴吹風．元

　　元風の性質を読明した言葉でありたのが，南東あ方向を
　　　　　　　　　　　　　　　　　’

、、叢灘☆☆嘉☆☆◇☆☆

幸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．な83－1・』一　　　淵

指す言葉となっている．　　　　　　　　　　　　　　　　　選

　　　　　　　　オ　　ハラ
　（一g）オーヵワラ　暴が吹く．離岡，「風資J　P．25．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニヂ、ジ
　北
　北風でありながら・コチ（東風）・と呼ぶ鞄方もあるφ一・　　懲

ほ，その風質の冷めたさからであろう．古代人は常時吹

く風の方向をもって，方位を表わしたと云われる．コ・ヂ

．より屯寒い風が吹く方向の北は，何を意昧したのであろ

ろ．韓語で北風をhanbara卑と去ろのは，寒風のka－

nbaramのkがhとなったもので，北風が寒いこと』

・は何処も同，じであ。る．，　　　　　　　　　　　　　　、、

　kitaのkiは凍るのko活用，taは風で，．凍風がキ

タの北と云ろのであろ弓．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　西
　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　シ　コ

　風の名が方位を表わしたとすれば，西の爾斯は何の風．　マ護

であったろろ．沖縄では入り日の方向を西とは去わずに，．・

イリと呼び，北風をニシと云っている（10）．・冷寒を最も　　　藩

おそれ敬った気象崇拝の出雲族のことゆえ，また冷寒を一

意昧していたことと思ろ．出雲では西，沖縄での北は，ド

共に雪をもたらす方向なので，芦は雪，’シは風であろ　舞

ろ．韓語の雪の撫hが，出雲語でほ，ナ，ノ，ヌ，．二，

ネと活用され，雪崩のnundla1がナダレとなまり，ネー　欝

ギレ，ノマもまた雪崩のこと，またヌメリ，ニメ，リの雪

語方言も残っていることゆえ、二ほ雪と見られよ5，．そ，，

　　　ニ　シ
れで，雪風が爾斯の西と解釈ざれる．・

　（10）　沖縄諸島の北西風の子スバカンジは韓語のnun　ba　kandii

　　　で雪降風，「風資J　P．82．87．

　ヒカタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・
　　　ウナ　　ミ　　　　　　キ　タ　　　　　　　ニ　シ

　南は暴れ風北は凍風西は雪風であれば・東は何の∴
シ

風となろろ．それを考える前に，ヒカタ風の解釈を先と，1

しよう．

　ヒカタは眞夏の七，八月頃，南方から吹く高温で湿度一

の低い稔かな風なので，日方の字が当てられている」そ．

の吹く方向がたいてい南風であるこ≧から1日方ぴ’っ、

準のであろう．だが，内陸から夜間でも吹くと云ちの

は，日方で儒なく，そのヒは乾燥の干ではあるまいか：

それでは，方の説明が片つかないとなじられ様が，この・、

方はもともと風のカサ＝カタの方で，『それに方を当宅た

方が，必しろ無理と云え様．その実例は地名の上にも，

数多く見られる．　　　　　　　　　’，　　　　　’　｝

　方，形，片，潟…等の地名の，’上にある文字を瞼討す、　一軍

れば，いずれも気象語となっている』

　その方，形…等には，多いの意の許多の・kqtaのなま・

りと見られる場合もあ．るが，方，形…等に風の字を入れ一・・

換えれば・一うの言葉となっていることに気が付く・，　、，・
　　　　　　　　　　　カタ　　　　　ニシ　カタ
　西潟，西方，西片は西風か，雪風が多い．北方，喜多
　　　　　　　　コマカタ　　　　　　　　　　　　ナメコタ　　　ナメカタ
方は北風．駒形は凍風．滑方，行方は雪許多か，雪風等

は直ぐにも肯げるが，緒方，緒形，尾形，小形，小方と

なれば，全く解釈困難と塵ってしもろ．それに風を入れ1・、

　　　　　　　　　ヲガタ
換えれば，いずれも暴風となり，気象地名と納得されよ・

t　ま　り

一／。
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　　5．これから推理して，ヒカタは日方ではなく，干方の
じ

　　ヒカタ
’1“　干風と書くべきものを，太陽信仰に基いて日方となった

　　ものと、思う．

　　　日方（紀伊）．日方郷（筑後）．干潟（筑後，下総）．日

　　形’く陸中）．目筆（播磨，備前，若狭）．日笠岡（播磨）

　　　東
　　　　　　　　　ノ
　　　古語は東に飛賀之をあて，日賀斯とは書いてはいな

筋　▽．後世の国学者は，北牟加斯のヒムカシと解き，日向
じゼロヨ　　シ

　　『風と説いている．一般に日向となれば必ずしも東とは限

　　らず南を指すことになる．特に東を指すには日の出と云

　》わねばならぬ．韓語で日の出はpit　tchyu1，日が昇る

　　は，he　ga　tichuで，なまればヒガシとなり相である
　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　チ　　　　　　　　キタ
　　が，気象崇拝の出雲族は，東風を凍風，北風を凍風と呼

　　び，また秋冬の冷風をヒアラシと云う例もあるので，朝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　シ　　の東方には冷寒を感じていた筈．恐らくヒガシは冷が風

　，一の比賀之ではあるまいか．
　　　　　　　　　　　　　　　　ヒエカラ　　　　　　　　　　　　　　　　ヒエ
　　　冷川（伊豆）．稗柄（常陸）＝冷凍．稗貫（陸中）＝冷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ヌキ　　　　ト　　　　　　　　　　　ヒ

、　雪．氷川（武藏）二冷ゴア．氷上郷（丹波，周防，讃
齢　すすレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　サ
腰1㌧　，岐，日向）．比佐　（磐城）＝冷風．久川　（磐城）．久枝

　　　　　　　ヒサエタ　　　ヒ　サカ
　　　（伊予）二冷風吹．久賀島（肥前）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒサカタ
　　　久方（信濃，上野）久野（東京，信濃）二冷風吹．

　　　”久方の光のどけき”，は距離を表わす言葉の醸に解釈

　　　されていたが，もともとの原意は冷風吹く，であった

　　　ものを，長い年代の間になまったことがうかがわれ

漸　　る．同様に気象命名の地名も後世漢字が当てられて，

　　　象形命名と聞違われていたことも，肯かれよう．

　　　イセツ，イゼチ
　』ダ1”

　　　秋季に吹く強風や台風のイセチは，中部地方の風語．

　　伊勢の方向から吹くので，伊勢の風と解釈されている．

鰻、，．だが，必ずしもその方向からだけとは限らない『1b．iは

　　暴れの’woの活用，inasaのiと同語で強風，魔風の

齢麟塁鱒竪努翻麟
終鵡躍編灘詞講嬬鍛震繭
　　　　　　　　　　　　　　　■

懸碧，臨露灘織織蹴1’鶴

獄』撚議．嬰蝋雛冨讐　
　　　一
　　　伊勢を冠する地名が，伊勢以東にたくさんにあるのを

騒』　見れば，イセは暴れ冷え，イセチは暴れ吹く冷風の意で　一

　　　あったろう．　L　　　－

　「

　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サキ

欝
　　　伊勢（播磨）．伊勢崎（信濃，，上野）ニイセが吹く．
　　　　　しフク）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　襲フク）

　　　伊勢原（相模）．伊勢地（伊勢）．伊勢畑（常陸）．
　　　　　　フクう　　　　　　　　　　コ　ム
　　　伊勢町（上野）．伊勢居地

　　　（11）　イセチ，島根縣から北東風，北酉風は伊勢からの方向ではない

　　　　　　「風資」P．7．

　☆科戸の風
　　　書己紀に伊邪奈伎愈が生み給うた国ほ，ただ朝霧＊が薫満

しているだげ，之を吹きはらった気が化して紳となった

のが，志那津比古，志那津戸辺で，広瀬の龍田の紳肚の

祭紳がそれであり，その風が科戸の風となっている．そ

の方向の風が吹けば必ず雲霧が晴れると蓉われている

が，ど弓して科長が西北風なのかは読明されていない・

韓語で凍える厳な非常に寒いことがtchinのチヌ．

出雲語ではそれがなまってsin　aからsinaとなり，

その形容のsina　goaのsinagowaが科長で，いかに

も西北風は凍風である筈．古語なので，風位考資料には

その名が見えてない．愛知県郷村にシナゴチはあるが，

その風向は東風とあるので，そのシナは冷凍の形容であ

ることには1誤りカ：ない．

　ところが，古代地名には，志那，支那（近江）科長，

磯長（河内）磯長，師長（相模）を初め　科のつく地名

はたくさんにある．信濃の国もその科の国と見られる．

この科は，信濃が高原地帯であり，嚴凍q地なので，気

象を表わすsinaと思われるが，従来の解釈では科の木

が多いからと読明されているのは逆で，sinaな地でも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ　ナ
育つ木であるから，科と呼んだものであろろ．暴風な山
　　　　　　　ブ　　　ナ　　　マツ
地にも育つから山毛俸，風吹の浜にも育つから松と，そ

の例獄他にもたくさんにある．古代命名法は象形命名で
　　　　　ち
はなく気象命名であったのは，敢えて地名だけに限られ

てはいなかった．

　科，納，品，信，階の付く地名は数多くあるが，これ

　　　　　　　　　　　シらを解析すればいずれも凍ナとなる．もしこれが風語で

あったとすれば，陣風のdjinのなまりのシナで，猛風、

となる．

　これらの検討は，寒冷凍語彙，雪氷語彙等と綜合比較

の上に判断しなければ，正鶴を得られないので，今後に

期することとする．

　更科，倉科，保科，妻科，豊科，蓼科，埴科（以上信

　　　　　　　　　　　　　ナ　マ濃）．辛科，韓級，片品，佐新，信男．生品（以上上野），

岩科（伊豆）．宇品（安芸）．笠科（上野）山科（山域）

山階（豊後）．藁科（駿河）．吉名（磐城）・高階（武藏＿

磐城）．

　陣峰（羽前，越後）．陣内（肥後）．陣場（岩代）．陣原

　（筑前）．

　＊　この朝霧がankeのaki．それで，秋津嶋と云う
　のも津は韓語のtuで，ののことゆえ，秋の嶋は朝霧の
　　　　　　　　　　　　　　　アキツ
　・薫満した嶋となり，象形地名の蜻蛉嶋ではなく，古代

　気象そのままを説明した霧深き嶋であったと見られよ

　う．

rド」

，、．矧

ち、

ψ
、〆酬

　その他の風語

アオキタ．中部以西の秋の北風・aは凍る，oは助詞

　で，東北地方のaiと同語と見られる．それが青北と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　なまっている．

，栗生（加賀）栗生田（羽前）阿保郷（伊賀）阿尾（越、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨぜ　中）阿翁崎（肥前）英遠滞（趣中） 、・　　　　　　　　、鷺

｛

2⑤・



、　　・

　　　　オキ冷寒語とすれば，ongi，okiは凍る．風語から

　　　　　解けばwokiのokiで暴れとなる．転じて暴れると

　　　　　ころの海上が沖となる．山地では暴れ風，海岸では沖

　　　　　風．隠岐，激岐（因幡）一興玉祠（伊勢）置賜（羽前）＝
　　　　　オイタマ　　　　　　　　　　　　 オキ・ツ

　　　　　暴れ冷．興津，沖津＝沖風．
　　　　　　　　オ　　ロ　シ
　　　　オロシ．暴ろ風の転のorosi，．元元は張風のこと．オ・
く　　　　　　　　　　　　オロシベ

　　　　　シベは暴風吹．それが山から吹き下ろす風となり，颪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オロ　シヱ
　　　　　の文字が作られた．下嵐江（陸中）＝暴風吹．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タツ　　　　カマイダチ．kamaiはつむじ，dattiは突風で，旋突

　　　　　’風のこと．

　　　　出し風．突をtot，と読む原語は韓語のdat，tatのな

　　　　　まり、，datsiは突風となる，それが出しとなまったも

　　　　　の．

　　　　ジゲ．djiは湿潤の意．そのジル，ジタは泥檸から汁，

　φ　　代となっている，風語では雨気の風このジが地とな・

　　　　　り，地風となっている』転じて，湿ける　海のしけ．
　　　　ぜ
　　　　・　重川（甲斐）重岡（豊後）茂森（陸奥）茂安（肥前）

　　　　タカとサガ．佐賀＝多賀は冷めたの意．気象崇拝の信

　　　　　仰では，上室ほど冷寒の度が高いことから転じて，上

。’　　　　察をタカ，サカと呼ぶ様になった．原意は冷風．なま

　　　　　ってタカは上室の北風サガは上室からの下り風とな

　　　　　っている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　カカ　マツ
　　　　　高松（備中，安芸，讃岐）＝冷風吹．高丸山（岩代，
　　　　　　　　　タカマル　　　　　　　　　　タ　カ　オ
　　　　　陸前）＝冷風吹山．高尾二冷風吹・高向（越前，河内）
　　　　　　タカムク
　　　　　ー＝冷風吹＝多加牟久．
　　　　　　　　　　　　サカミ　　　　　　　　　　　　　　サカタ
　　　　　相模＝佐賀美＝冷風佐方，相方＝冷風＝・坂田．酒田

　　　　東尋坊．悪僧東尋坊の恨みの悪風と恐れられているが，

　　　　　実は突陣風で烈しい突風．

　　　　ベット風．hoiのheは韓語の旋風．tooは烈しく吹く

　　　　　の意．なまってbetooは烈しい旋風となる．愛知の

　　　　　知多，碧海，三重の志摩，吉津，静岡の田方等の風語．

　　ヨ　　悔へ一シ・大風の絡りに・今までとは反対の方向から吹く

ト 　　　強烈な風を，南鴛喜界嶋ではへ一シと蓉ろ．旋風の

　　　　　hoiがheとなり，風はsiで，旋風のこと．また

　　　　　出雲語．

　　　　ネコツ．北風ネは雪，ネコは雪降り，ツは風ゆえ，雪

　最近冷審紀録

1953（昭和28年）　6～8月の日照不足，6月中旬，

　7月中旬，8月下旬から9月上旬にかけての低温．稻

　の牧穫1威北海i道24％，東北ユ5％

1945（昭和20年）　5月より6月上旬．7月の低温に
　加え，台風の被害，職時中の肥料不足も加わる．穐の

　牧穫減全国李均35．6％，反当牧量L353石

1941（昭和16年）6～9月の低温，多雨，日照不足．

　稻の牧穫減北海道35％，全国李均17％

　降り風となる．
　　　　　　　　　　　　　　　ネ　コ　マ　　　　　　　　　「　・．鷲
　根子地（美濃）．猫間く山城）＝雪降風．猫間嶽（：岩講

　　　　　　　　　　　　　　　　ネモト　　　　　　。総
　代）．根本，根元（下総，常陸）＝雪風吹．　　　　㌧’磯・

ネギタ．北風（島根，編浦，美濃小野その他）もともと諜
　　ネギタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰
　は雪風であるカ㍉磁石の指針の北力㍉子に当ること’か☆1

ら・眞北風と解釈されている．　，　一遷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デなシモカゼ．・　青森県の各地に．北風や北東風にレシモ（12）一，簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロタ　を冠する風語がたくさんにある．シモオヒは霜追め意☆還

窩上に対する下ではない・’　・、受糠
（・1）’シモカゼr騨JP・6α　　　．　・☆　

地名に魏郷謡茂郷・罐郡があり・下を冠する鱒

が多数堕るが・その中鴫風吹くの動詞め欝擁
原・俣・兀・丸村・守・枝を件うので・下シま気簾繋馨

　ま）ると見られる．　．　　　　　　　　　　　　　　　、・ 蕪驚

』と灘蕊欝灘曙欝欝鱗

灘禦欝蔽磐♂i灘
雛蕾講あ撚饗激，罵蘇鷲謙
　る．とζろが・それらの語尾が助詞ではなく，風語の・、，環
　　　　　　　　　　　　　　シマ　　　　シモ　　　　　　　　　　　　　　．姫，

　ba，maのなまりと見れば，凍風凍風となるので，職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいお風語が地名となっている脆あると云え様・　嘩
　以止は今も筒使われている風語の解析である．風，嘱風鷺

吹くの古代語はbar系の言葉であり，元々d5a系の1蒸

言鄭霧・霞を意昧したものであった・それ力覇り麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むかすのカソジェが風を意昧する檬になって・ba1系の言鐵

葉は忘れられたと見られよう．それで，　　　　　　　・．雛

加佐一加曾加須加志加世　　一ず灘
　波佐　　波曾　　波須　　波志　　波世　　　　　　　一．鰭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴお　阿佐　　阿曾　　阿須　　阿志　　阿世一　　　　　、肇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“馨
等の展化及びその関連語は，いずれも霧，霞を意昧する、瀬

古代語であったことになる．その解析は稿を改めて説明譲

する・　　　　『　　　。「』警
　　　　　　　　　　　　　　（北方民俗研究所）　　1灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『．、兼

1935（昭和10年）　．特に北海道の被害甚大．稻の牧穫1憾

減言9％　　　　　『　　　　　∵購
1934（昭和9年）　東北地九北海道は大正2年に実ぐ・、鱗

　大冷害．稻の牧穫減全国亭均17％　　　　　　　　、騰

1931（昭和6年）　天候不順にて凶作．稻の牧穫減北海1、灘

　道48　％，　東ゴヒ　10～40　％

1913（大正2年）東北地万北海道早冷．稻の牧穫減北』業

　海道50％・東北地方30％　　　　　　・　、・』lll

珀05（明治38卸緻馴朧3％全国聯灘

訟1，、．、　．、ユ954年7月
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